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【杉田地区からみる歴史年表】
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杉
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舘
、
菅
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舘
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小
屋
舘
、
駄
子
内
舘
、

箕
輪
舘
、
高
小
屋
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郡
山
台
が
郡ぐ
ん
が衙
と
な
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坂
上
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麻
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八
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神
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を
創
建
※

条
里
制
地
割
が
行
わ
れ
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杉
田
小
学
校
北
東
）

郡
山
台
に
寺
院
、
三
重

塔
が
建
立
さ
れ
る

杉
田
川
流
域
で
大
規
模

な
耕
地
が
開
か
れ
る

落
合
や
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の
越
に
古
墳
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造
ら
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い
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だ
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城
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久
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で
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ま
れ
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上
平
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、
長
者
宮
、
舟

形
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、
箕
輪
な
ど
で
生

活
が
営
ま
れ
る

杉
田
地
区
の
動
き

粟あ
わ
の
す

ノ
須
の
変

畠
山
国
氏
が
奥
州
管
領

に
補
任
さ
れ
、
田
地
ケ

岡（
塩
沢
）に
居
を
構
え

る 安
達
盛
長
が
安
達
保
の

総
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ

る 安
達
保（
の
ち
の
安
達

荘
）が
成
立

安
達
郡
が
安
積
郡
か
ら

独
立

原
瀬
地
区
な
ど
で
生
活

が
営
ま
れ
る

二
本
松
の
動
き

羽
柴
秀
吉
が
関
白

に
就
任

平
安
京
に
遷
都

平
城
京
に
遷
都

陸
奥
国
が
成
立

大
陸
か
ら
米
作
り

の
技
術
が
伝
わ
る

日
本
の
動
き

先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ

た
一
冊
の
古
び
た
冊
子
。

そ
の
冊
子
の
名
は
、「
古

代
中
世
杉
田
村
の
文
化
」

（
桑
原
兵
次
編
）。

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
み
る

と
初
め
て
知
る
こ
と
ば
か

り
。

こ
の
地
に
住
ん
で
数
十
年
。

今
ま
で
、
全
く
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
あ

る
。

私
た
ち
は
な
ぜ
、
こ
の
冊

子
に
出
会
っ
た
の
か
。

そ
の
意
味
を
問
う
て
み
る
。

桑
原
氏
か
ら
の「
杉
田
の

歴
史
や
文
化
を
伝
え
て
ほ

し
い
」と
い
う
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
感
じ
る
。

私
た
ち
は
、
先
人
た
ち
が

伝
え
て
く
れ
た「
た
か
ら

も
の
」に
出
会
い
、
語
り

継
い
で
い
く
。

古代中世杉田村の文化（二本松市歴史資料館蔵）

条
里
制
…
古
代
か
ら
中
世
後
期
に
か
け
て
行
わ
れ
た
土
地
区
画（
管
理
）制
度

郡
　
衙
…
古
代
律
令
制
度
の
下
で
、
郡
の
官
人（
郡
司
）が
政
務
を
執
っ
た
役
所

※
神
社
由
緒
書
に
よ
る
。
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「
杉
田
歴
史
愛
好
会
」の
発
足

　
平
成
30
年
、
６
人
の
有
志
が
集

ま
り
、
杉
田
歴
史
愛
好
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
モ
ッ
ト
ー
は
、「
で

き
る
人
が
、
で
き
る
と
き
に
、
で

き
る
こ
と
を
す
る
。」

　
家
族
や
仕
事
を
優
先
し
、
時
間

的
に
余
裕
が
あ
る
時
に
、
会
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
愛
好
会
」と
し
て
い
る
背
景
に

は
、「
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

自
分
の
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化

を
大
切
に
し
た
い
」と
い
う
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
愛
好
会
で
は
、
地
域
の
歴
史
に

興
味
の
あ
る
男
女
15
人
が
活
動
。

　
冊
子「
古
代
中
世
杉
田
村
の
文

化
」を
コ
ピ
ー
し
て
地
域
の
歴
史

を
学
習
し
て
い
る
ほ
か
、
杉
田
地

区
の
歴
史
あ
る
場
所
に
立
看
板
を

設
置
し
た
り
、
草
刈
り
な
ど
の
遺

跡
周
辺
整
備
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
小
学
校
で
行
っ
て
い
る

「
杉
田
の
歴
史
」の
授
業
は
、
１
０

０
０
年
前
の
先
人
が
暮
ら
し
た
場

所
を
直
接
4

4

見
学
し
た
り
、
そ
の
生

活
に
思
い
を
馳は

せ
、
そ
し
て
考
え

た
り
す
る
機
会
を
提
供
し
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
て
る
こ

と
を
願
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　�　平成25年、自宅の倉庫
を片付けていたところ、
偶然、冊子「古代中世杉田
村の文化」を発見しました。

　　　　　　　　　　　　�　この冊子は、昭和34年
に発行されていて、当時、
私は小学５年生でした。

　　　　　　　　　　　　�　当時は存在を知らずに
いたこの冊子を読んでみ
ようとしたものの、難解
な部分も多く、また、一
部が破損していてなかな
か進みませんでした。

　　　　　　　　　　　　　地区の区長をしていた
私は、区長仲間で郷土の歴史に詳しい渡辺武郎さんに
相談してみたところ、「市の歴史資料館に行くと原本
をコピーしてもらえる」ことを教えていただきました。
さっそく歴史資料館に出向いてコピーを受け取り、
私の杉田歴史学習が始まりました。

　渡辺さんには、杉田地区の遺跡を案内していただ
くなど大変お世話になりました。
　そのうちに、小学校から「杉田の歴史」の講師を依
頼され、子どもたちに授業をするためにも、さらに
深く学ぶようになりました。
　また、奈良時代、杉田地区には“三重塔”が存在し、
さらに昭和50年代に発掘調査も行われていたことを
学び、仲間の佐竹秀夫さんとともに、その三重塔が
あったであろう場所に行ってみました。しかし、そ
の場所は、まさに竹ヤブ。２人で竹切り作業に没頭
して竹を切り進め、ついに三重塔があった場所を発
見したときの感激は望外なものでした。
　一方で、一度は発掘調査が行われたものの、いつ
の間にか正確な場所も分からなくなっていた、これ
らの歴史的な場所を、未来に語り継ぎ、子どもたち
の学ぶ場として保存することができないかと思案を
していました。そして、「活用できる市の事業がある」
という情報提供があり、多くの人たちの協力を得て、
「杉田歴史愛好会」を設立することになりました。

　杉田歴史愛好会

　会長 髙
たかしま

島 現
げん

さん
元小学校校長
元杉田地区区長会長
自宅の倉庫を片付けていた時
に、「古代中世杉田村の文化」
に出会い、地元である杉田地
区の歴史に興味を持つ。

三重塔跡（平成30年度に設置した看板）

杉田条里制跡（令和２年度に設置した看板）

落合古墳（令和元年度に設置した看板）

杉田舘跡（令和３年度看板設置予定）

【
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
支
援
補
助
】

「
地
域
づ
く
り
」や「
ま
ち
づ
く
り
」等
の
地
域
の
社
会
的
な
課
題
に
、
地
域
住
民
や
地

域
の
自
治
組
織
が
主
体
的
に
参
画
し
て
取
り
組
む
事
業
に
対
す
る
市
の
補
助
事
業
。

令
和
３
年
度
は
ハ
ー
ド
事
業
・
ソ
フ
ト
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
で
募
集
。
杉
田
歴
史
愛
好

会
も
こ
の
事
業
を
活
用
。
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　　　　　　　　　　　　�　会長の髙島さんとは、
区の役員として一緒に時
間を過ごしました。

　　　　　　　　　　　　�　愛好会が発足する前、
髙島さんと三重塔跡の場
所を探していました。３
度目の挑戦でやっと確認
ができたその場所は、竹
ヤブに覆われていました。

　歴史ある場所を整備しようと、髙島さんは慣れな
い作業に手傷を負いながらも一生懸命草刈りや竹切
り作業をしていて、私も一緒に汗を流させてもらい
ました。こうやって地域の人と顔を合わせる機会が
あるのも良いことだと思います。子どもたちの教育
ができるのも地域の力。子どもたちに、地域への興
味を持ってもらいたいと思っています。

　　　　　　　　　　　　�　杉田川と原瀬川沿いの
丘陵帯には、縄文・弥生・
古墳から飛鳥・奈良～鎌
倉・室町・戦国時代へと、
数多くの遺跡が連綿と続
いています。下流域の郡
山台などには、極めて稀

まれ

な縄文土器の出土・安達
郡衙跡等があり、原瀬川

下流域の舘
た て の

野からは、市内５遺跡の内４遺跡から弥
生土器が出土。室町初期の二の丸・三の丸を備えた
高
たか

小
こ

屋
や

舘（山城）もあり、多彩な歴史が繰り広げられ
てきました。私の好むところは、戦国・戊辰の時代
であり、ごく最近知ったものですが、その魅力にも
取りつかれています。末永くこの杉田の歴史が保存
整備されるよう、皆さんのご参加をお待ちしています。

　　渡
わたなべ

辺 文
ふ み お

雄さん

　　　　　　　　　　　　�　以前、二本松を含む白
河以北は、古墳時代、エ
ゾ地だとも思っていまし
たが、古墳時代の「傾城壇
古墳」や奈良時代の「三重
塔」が存在し、ヤマトとつ
ながりがあったことを知
りました。

　　　　　　　　　　　　　律令時代の歴史あるも
のが、地元杉田にあることを嬉しく思いました。教
科書に載っていることが、遠くの地域の事ではなく、
地元杉田とつながっていることを知って、今は、地
元の歴史がおもしろくて仕方がありません。
　今後は、学生や若い人たちと一緒に活動をしてみ
たいと思っています。そして、地元の歴史を知るこ
とで、地元に誇りを持ってもらいたいと思います。

　　星
ほし

 乙
おとひこ

彦さん

　　　　　　　　　　　　�　「杉田小学校は良い所で
すね。学校から『山』や
『川』が見えて、さらに『電
車』が見える。よそにはな
いですよ。」元から住んで
いる者には当たり前のこ
とが、よそから来た方に
は、素晴らしく感じられる。

　　　　　　　　　　　　　他にも誇れるところが
あるんじゃないかと思っていた頃、小学校で、髙島
さんが杉田の遺跡や歴史の授業をされている事を知
りました。髙島さんに「市民との協働による地域づく
り支援事業」を紹介し、一緒に活動をしています。
　これからも杉田地区の歴史の良さを再発見し、郷
土愛がさらに強くなるような活動を、みんなでして
いきたいと思います。

　　佐
さ た け

竹 秀
ひ で お

夫さん

定期的に開催されている学習会
雑談的な雰囲気のなか、和気あいあいと行われてい
ます。

　　佐
さ と う

藤 惣
そうさく

作さん

　　　　　　　　　　　　�　立て看板などのＭＡＰ
をメインで作成していて、
今年は、リーフレット「杉
田の歴史散歩マップ」も作
成しています。

　　　　　　　　　　　　�　ＭＡＰのベースができ
たら、みんなで相談しな
がら、地名や遺跡名を置
いていき、さらに、見や

すいようにイラストを入れています。
　ＭＡＰ作りを通して、杉田の地名や歴史を知るこ
とができました。私自身も知らなかっただけに、Ｍ
ＡＰを通して、地元の素晴らしい歴史を、皆さんに
知ってもらいたいと思います。
　今後は、縄文とか弥生とか時代ごとのＭＡＰも考
えていけたら良いなと思っています。

　　小
こばやし

林 淑
ひ で と

人さん

地元にある大切な「たからもの」からふるさとを学ぶ



5 Nihonmatsu City Public Relations, 2021.11, Japan

地元の地元の
あしもとあしもと
たからものたからもの
 （“三重塔跡”にて）

Nihonmatsu City Public Relations, 2021.11, Japan5
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　　　　　　　　　　　�　小学校でＰ
ＴＡ会長をし
ていた時、学
校の評議員会
で歴史の話に
なり、杉田地
区は素晴らし
い歴史のある
ところだとい

うことを改めて知りました。
　私は、年に数回の草刈り作業がメイ
ンで活動しています。仕事をしながら
なので、出席できる回数は少ないです
が、地域や子どもたちのためにも、協
力できる部分は頑張ってやっていきた
いと思います。
　愛好会では最年少の私ですが、自分
たちが住んでいる杉田地区の素晴らし
い歴史を若い人たちにも後継していき
たいと思います。

　　國
こくぶん

分 春
は る お

雄さん

１～３_
杉 田 小 ６ 年 生 が 学 ぶ
フィールドワーク

（ １_杉田舘跡 ２_郡山台
遺跡 ３_三重塔跡）

４・５_
フィールドワークを終え
て「杉田の歴史」を学ぶ

杉田小学校６年生の授業「杉田の歴史」
平成29年から行われている特別授業。教室での勉強のほか、学区内の遺跡や歴史的な場所を訪れ、インターネッ
トでは味わうことのできない杉田地区の先人たちの想いを五感で感じ、当時の暮らしに思いを馳

は
せます。

５

１

２

３

４

　杉田小６年

　 緑
みどりかわ

川 優
ゆう

さん

　杉田小６年担任

　 遠
えんどう

藤 雅
まさのり

憲先生

　「杉田の歴史」を勉強する前は、古墳は
遠くの方にあるものだと思っていました
が、杉田地区にもあることを知って驚き
ました。地域の地名にも意味があること
も学びました。みんなで歩いて遺跡に行っ
た時には、友達が気づいたことが自分も
一緒に気づけることが楽しかったです。
　今後は、日本のいろいろなところの地
名を調べて、その意味や杉田地区との関
わりを調べてみたいと思います。

　地域のことを地域の方から、しかも、直
接その場所で学ばせてもらい、子どもた
ちは想像力を膨らませることができます。
　地域のことを伝えてくれる方々のおか
げで、教科書には載っていない「杉田の歴
史」を学ぶことができ、子どもたちが地域
に誇りを持ってくれています。歴史愛好
会の皆さんには、本当に感謝しています。
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　畠
はたけやま
山義

よしつぐ
継公の家臣に小国又四

郎という豪雄の士がある。伊達
家との合戦（1585年頃）の時は、
栗
くりがさく
ヶ柵内蔵之介に属していた。
　この合戦で、伊達政宗が自ら
伊達勢を指揮して城を攻めた時、
城中より一散に駆け出た一騎が、
伊達勢の中に馬を乗り入れなが
ら、政宗の近くまで切り込んで、
｢片政�片政�見参せん｣と叫んだ。
片政とは｢片目の政宗｣のことだ
という。
　政宗は非常に怒って、
｢討ち取れ、討ち取れ｣
と下

げ
知
じ
し、伊達勢は総がかりで

切ってかかったので、騎馬武者
は、包囲勢の一方を駆け破って
城中に引きあげた。

　その勇者は、小国又四郎だと
いう。
　天下は平定し、政宗も｢仙台中

ちゅう

納
な ご ん
言様｣と呼ばれるようになり、

参勤のため二本松を通過した時
のこと。
　杉田村の問屋の前で休息した時、
｢団
だんごうち
子内（駄子内）という所に、小

国又四郎という者がいる。憎い
奴だが武勇のものである。まだ
存命ならば召し使いたい故、尋
ねて来い｣と近習に命じた。
　小国又四郎は、小国豊前と名
を改め出雲とも号して、かつて
の勇者も白髪の老人となり、団
子内に蟄

ちっきょ
居しておった所に、政

宗の近習が尋ねて来て、伊達家
への出仕を促した。

　又四郎は、
｢私は畠山家の家臣。帰農してこ
んな姿になり果ててはおります
が、二君に仕える心はありません。
中納言様(政宗)の御心は有難くは
存じますが、田

で ん ぷ や じ ん
夫野人のまま果

てとう存じます｣と、答えた。
　それでも、愛着があったのだ
ろう、政宗から二度も召致があっ
たが、又四郎は遂に出仕するこ
とがなかった。
　政宗は笑って
｢老いても�片意地な男よ｣
と、ひとり言をいったという。

杉田の豪雄 「小
お ぐ に

国 又
ま た し ろ う

四郎」

三重塔跡

杉田条里制跡

落合古墳

杉田舘跡

小国又四郎

杉田の歴史スポット
市の南部に位置する杉田地区。
古くは、奥州街道の宿場町としても栄えた地区。
現在でも、中心部には杉田駅があり、国道４号が通る
など、交通の便に恵まれています。
今月号で取り上げた歴史スポットはわずかですが、
杉田歴史愛好会では、今年度、「杉田の歴史散歩マップ
20選」を作成しています。

自分の住んでいる地域を、あらためて見つめてみる。
そうすると、地元の歴史を発見できるかもしれません。
地元の「たからもの」に出会えるかもしれません。
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